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学校規模適正化（統合）について
	Ⅰ　学校規模適正化の背景


１　学校規模の適正化が課題となる背景
　児童生徒が集団の中で、多様な考えに触れ、認め合い、協力し合い、切磋琢磨することを通じて一人一人の資質や能力を伸ばしていくという学校の特質を踏まえ、小・中学校では、一定の集団規模が確保されていることが望ましい。
２　学校規模の適正化に関する基本的な考え方
　小・中学校では、児童生徒の能力を伸ばしつつ、社会的自立の基礎、国家・社会の形成者としての基本的資質を養うことを目的している。
　このため、学校では、単に教科等の知識や技能を習得させるだけではなく、児童生徒が集団の中で、多様な考えに触れ、認め合い、協力し合い、切磋琢磨すること通じて思考力や表現力、判断力、問題解決能力などを育み、社会性や規範意識を身に付けさせることが重要である。
　そうした教育を十全に行うためには、一定の規模の児童生徒集団が確保されていることや、経験年数、専門性、男女比等について、バランスのとれた教職員集団が配置されていることが望ましい。
　このようなことから、一定の学校規模を確保することが重要となる。
	Ⅱ　小規模校の課題


　小規模化することにより生じるデメリットについて、学校運営上の課題を整理し、この学校運営上の課題が児童生徒に及ぼす影響については以下のとおりである
１　学級数が少ないことによる学校運営上の課題
　①　クラス替えが出来ない
　②　クラス同士が切磋琢磨する教育活動が出来ない
　③　教員の加配なしには、習熟度別指導などクラスの枠を超えた多様な指導形態がとりにくい（主に中学校）
　④　クラブ活動や部活動の種類が限定される（主に中学校）
　⑤　運動会（体育大会）・文化祭・校外活動・修学旅行等の集団活動や行事の教育効果が下がる
　⑥　体育や音楽など、集団学習に制約が生じる
　⑦　班活動やグループ分けに制約が生じる
　⑧　児童生徒から多様な発言が引き出しにくく、授業展開に制約が生じる
　⑨　教科等の得意な児童生徒の考えにクラス全体が引っ張られがちとなる
２　教職員数が少なくなることによる学校運営上の課題
　①　経験年数、専門性、男女比等バランスのとれた教職員配置やそれらを生かした指導の充実が困難となる
　②　教員個人の力量への依存度が高まり、教育活動が人事異動に過度に左右されたり、教員数が毎年変動することにより、学校運営が不安定になったりする可能性がある
　③　児童生徒の良さが多面的に評価されにくくなる可能性がある、多様な価値観に触れさせることが困難となる
　④　ティーム・ティーチング、グループ別指導、習熟度別指導、専科指導等の多様な指導方法をさせることが困難となる
　⑤　教職員一人当たりの校務負担や行事に関わる負担が重く、校内研修の時間が十分に確保出来ない
　⑥　平日の校外研修や他校で行われる研究協議会等に参加することが困難となる
　⑦　教員同士が切磋琢磨する環境を作りにくく、指導技術の相互伝達がされにくい
　⑧　学校が直面する様々な課題に組織的に対応することが困難な場合がある
　⑨　免許外指導の教科が生まれる可能性がある（主に中学校）
　⑩　クラブ活動や部活動の指導者確保が困難となる（主に中学校）
３　学校運営上の課題が児童生徒に与える影響
　①　集団の中で自己主張をしたり、他者を尊重する経験を積みにくく、社会性やコミュニケーション能力が身に付きにくい
　②　児童生徒の人間関係や相互の評価が固定化しやすい
　③　協働的な学びの実現が困難となる
　④　切磋琢磨する環境の中で意欲や成長が引き出されにくい
　⑤　多様な物の見方や考え方、表現の仕方に触れることが難しい
　⑥　多様な活躍の機会がなく、多面的な評価の中で個性を伸ばすことが難しい
	Ⅲ　通学条件


　学校の配置に当たっては、児童生徒の通学条件を考慮する必要がある。学校を統合する場合、児童生徒の通学距離の延長により教育条件が悪化することもあるため、地域の実態を踏まえた適切な通学条件や通学手段を確保しなければならない。
　※通学距離の国基準は、小学校で4㎞以内、中学校で6㎞以内。
